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「いじめ撲滅ポスター」入賞作品が決定しました

最優秀賞に岩城中・藤田さん
「いじめ撲滅ポスター」入賞作品が決定しました

最優秀賞に岩城中・藤田さん
「いじめ撲滅ポスター」入賞作品が決定しました

最優秀賞に岩城中・藤田さん
平成25年12月26日に開催されました第
2回児童・生徒会議において、「いじめ撲
滅に向けて」という協議題のもと、地域（町
民）の方々への周知・啓発のためポスター
を作成することになりました。
平成26年1月14日～ 2月27日までの期
間、町内の全小中学校児童・生徒に募集を
行い、応募頂いた作品を役員会において審
査を行った結果、最優秀賞1点、優秀賞3
点、努力賞8点をそれぞれ決定しましたの
で発表します。
なお、最優秀賞の作品についてポスター
として町内の各公共施設に掲示させて頂き
ますので、地域の方々につきましても、い
じめ撲滅へ向けていっそうのご協力をお願
い致します。

最優秀賞　テーマ「救える」
藤田　波輝さん（岩城中１年）
「勇気を出せば相手を救える」という思
いをこめてこの絵をかきました。この絵は
水をすくうと相手をすくうという「すくう」
を一緒に表しましたが、この「水」は相手
が悲しみ、苦しみなどで、どんどん沈んで
いく心の海を表しました。そして、相手を
救っている手は自分の勇気を表しました。
勇気があれば私の手で相手を救える、とい
う思いをこめてこの絵に仕上がりました。

小学校低学年の部 優秀賞
「たのしいおひるね」

丸田　千晴さん（弓削小１年）
友達と遊ぶのは楽しいです。私は、友達と
遊ぶのが好きです。私は友達と寝るところを
描きました。楽しい気持ちが広がって、みん
なが笑顔になったらいいなと思います。

（学年はいずれも平成26年 3 月時点）
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小学校低学年の部　努力賞
「ずっとずっとともだち」

岡本　千佳さん（生名小２年）
友達同士で、意地悪や悪口をやめ
てずっと友だちでいたいなと思って
描きました。けんかはしても意地悪
や仲間外しをしないようにしたいで
す。みんなもそんなふうになってほ
しいです。

小学校中学年の部　優秀賞「ことばをかけよう」
村上　芹梨奈さん（岩城小３年）

優しい言葉をたくさんかけ合い、みんなの心が温かくなっ
てほしいという気持ちで描きました。言葉にはいろいろあり
ます。励ましの言葉、うれしい言葉をたくさん言ったほうが、
みんなと楽しく過ごせ、たくさんの友達ができると思います。
一人の一言が百倍勇気を与えます。みんなが優しい言葉をか
け合える上島町になってほしいです。

小学校低学年の部　努力賞「えがおいっぱいのともだち」
竹林　真央さん（弓削小１年）

私には、いっぱい友達がいます。私の大好きな友達をいっ
ぱい描きました。友達の笑顔を思い浮かべながら描きまし
た。友達の笑顔を見るとうれしくなります。友達が悲しい
ときを見ると、私も悲しくなってしまいます。友達にいつ
も笑っていてほしいので、笑顔がいっぱいの友達を描きま
した。

小学校高学年の部　優秀賞「笑顔の花を咲かせよう」
松下　みやびさん（弓削小６年）

私はいじめをなくして、みんなが笑顔になれるような上
島町にしたいという思いで、このポスターを描きました。
それに、もしいじめられている人がいても、どんなことが
あっても、いつも太陽の方を向いているヒマワリのように、
どんなことがあっても、いつも前を向いていたらきっとい
いことがあるという思いで、ヒマワリもたくさん描きまし
た。このポスターのもともとの題は「いじめ撲滅ポスター」
だけど、私はいじ
められなくても、
例えば休み時間に
いつも一人でいる
子やあまり喋らな
い子も、地域の人
も、みんなが笑顔
で過ごせるよう
な、そんな上島町
にしたいです。こ
のポスターを見
て、いじめをして
いる人も明るい気
持ちで、いじめを
やめようと思って
くれるとうれしい
です。

（学年はいずれも平成26年 3 月時点）
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小学校中学年の部　努力賞
「いじめのないやさしい心」
竹林　環さん（弓削小３年）
このポスターの中に、私はい
じめをなくして優しい心が地球
いっぱいに広がることと、握手
をしたらすぐ仲直りをするよう
な心をもってほしいという思い
を込めました。 小学校中学年の部　努力賞

「笑顔にもう一つの笑顔を！」
北舛　奏さん（弓削小４年）
一つの笑顔より二つの笑顔、それ

よりもっと多くの笑顔があったらい
いなと思うからです。誰かが笑って
いたら、みんなが笑い、笑顔がみん
なを笑顔にさせて、みんなをキラキ
ラさせるからです。いじめがない上
島町を作って、笑顔いっぱいの上島
町にしたいです。

小学校高学年の部　努力賞
「話しかけよう自分から」
八原　穏さん（岩城小５年）
一人が悩んでいる子がいたら、自

分から声をかける。他の人がいるか
らといって他人任せですませるのは
良くない。自分が悩んでいたら、自
分から声をかける。誰かが助けてく
れるからと言って待つのは良くな
い。自分から声をかけることはとて
も大切である。声をかけることに
よって悩んでいる人が減っていくと
思う。

小学校高学年の部　努力賞
「心につばさを！みんなが待ってるよ！」
天野　寧々さん（弓削小６年）
いじめは人を傷つけるだけで
なく、自分自身も傷つく悲しい
ものです。いじめをなくすため
には、相手を責めるのではなく、
自分自身が過ちを正す勇気が必
要だと思います。そんな思いを
込めて「心につばさを！」を
テーマに明るい雰囲気で描きま
した。また、お互いに認め合い
ながら、みんなで笑顔のクラス、学校、地域を作ることが
大切なので、みんなが笑顔で一人のために声をかける場面
を作りました。このポスターを見て、いじめをしている人
もいじめられている人も穏やかな心になってくれるとうれ
しいです。

中学校の部　努力賞
「確認しよう！いじめていない？

いじめられていない？」
山口　笑佳さん（岩城中２年）
自分はいじめていない、い
じめられていないと思っていて
も、実際やってしまっているの
かもしれない人がいたら、絶対
いじめはなくならないと思った
からです。そして、そのこと
について再確認、自覚してほし
いという願いを込めて描きまし
た。素直に「はい！」と言う人が上島町中にあふれて、今
よりも明るい町づくりの一つとなっていけるよう皆さんに
気をつけてもらいたいです。

（学年はいずれも平成26年 3 月時点）
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中学校の部　努力賞
「作らせないで　悲しみの鏡を」

藤田　海さん（岩城中３年）
いじめによってできた悲しいという感情で、
たくさん涙を流してほしくないと思って、この
デザインにしました。小さな一粒の涙でも、た
まると大きな鏡みたいになるので、うつむいた
時に反射して映る悲しい表情を描いて、こんな
事にはならないようにすべきだと皆に伝わった
らいいなと思います。

（
学
年
は
い
ず
れ
も
平
成
26
年
３
月
時
点
）

身元調査お断り運動

●一昨年度上島町で実施しました社会意識調査の中
で、身元調査については右図のとおりとなっており
ます。
「どちらかと言えば」を含めると約７割の方が、
身元調査は必要ないと回答しています。これは、今
までの啓発活動などの成果であると考えられます
が、「どちらかと言えば」を含めて３割程度の方は、
身元調査を当然だと捉えています。このような実態
から今後も上島町では身元調査お断り運動を粘り強
く推進していきたいと思います。

「身元調査」とは
個人の「素性」や「身上」について調べることです。
つまり、調査会社、個人、企業等が、出身地（本籍地）、
家系、家族構成、居住環境、素行等を、戸籍謄本等
の証書や聞き込み調査等の方法で調べることです。

どうして身元調査をしてはいけないの？
身元調査という行為は、本人の知らないところで

「素性」や「身上」を調べるため、重大な人権侵害
にあたります。結果的には、そこで得た情報が結婚
や就職等に悪影響を与え、差別につながっていきま
す。どんな内容にせよ、直接聞けないから周りに聞
く。結婚であれ、就職であれ、知りたいことがあれ

ば本人に堂々と聞けばいいことであり、聞いて相手
が困ること、苦しませることは聞くべきではありま
せん。

身元調査を「しない」「させない」「許さない」
お互いに人間の尊厳や権利を尊び、差別や偏見の

ない一人ひとりの人権が尊重される社会の実現を目
指すためには、結婚差別や就職差別等あらゆる差別
に深く関わりのある身元調査を「しない」「させない」
「許さない」ことが重要です。

もしも、身元調査がきたらどうするの？
以下のように、毅然とした態度で対応しましょう。

①それを聞いて、どのようになさるんですか。
②そういうご用件でしたら、直接本人に聞かれたら
どうですか。何なら近くですのでご案内しましょう
か。
③私たちの町では、差別を許さない条例があるので、
どこへ行っても身元調査には答えてくれませんよ。
④あなたがしていることは、差別につながる恐れが
あることです。あなたを差別者にしたくないので、
どうぞお帰りください。
参考資料：『同和問題学習資料集』平成24年３月

愛媛県教育委員会人権教育課

「身元調査お断り運動」とは、差別につな
がる身元調査をなくし、みんなが住みよい社
会を作ろうという運動で、全国的に広まって
います。上島町でも、全町を挙げて当運動を
推進し、人権・同和問題の解消への一歩とし
たいと考えています。皆様のご理解とご協力
お願いいたします。
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「サイクリングしまなみ」開催！
「瀬戸内しまのわ２０１４」のフィナーレを飾るイベントとして、愛媛県・広島県を結ぶしまなみ海
道沿線地域を舞台にした日本最大級のサイクリングイベント「サイクリングしまなみ」を開催します！
大会では、昨年のプレ大会に続き、しまなみ海道の本線の一部や島しょ部をコースとして設定してい
ます。この大会により、サイクリングは“健康”と“生きがい”と“友情”が得られる「自転車新文化」
の普及・定着を図るとともに、しまなみ海道を「サイクリストの聖地」として国内外に広くＰＲします。
このたび、大会募集要項が決まりましたので、参加者募集を開始します。（5／ 9よりインターネッ
ト受付開始予定）
と　　き：10月26日（日）　午前 7時45分スタート～午後 5時終了（国際サイクリングコース）
　　　　　　　　　　　　受　付：10月25日（土）10：00 ～ 18：00（松山市・今治市・尾道市）
コース・定員：
国際サイクリングコース（本格サイクリスト向けコースです）　集合場所：今治新都市（第一地区）
　　・Ａ：今治～尾道片道コース	 65㎞	 定員2,000人
　　・Ｂ：今治～生口島往復コース	 100㎞	 定員1,000人
　　・Ｃ：今治～弓削島片道コース	 70㎞	 定員300人
　　・Ｄ：今治～岩城島片道コース	 62㎞	 定員200人
　　・Ｅ：今治～大三島往復コース	 111㎞	 定員2,000人
しまなみ海道ふれあいコース（島しょ部を発着するコースです）　※変速機付軽快車も参加可能
　　・Ｆ：大三島～生口島往復コース	 15㎞	 定員500人	 集合場所：多々羅しまなみ公園
　　・Ｇ：伯方島～生口島往復コース	 30㎞	 定員500人	 集合場所：伯方Ｓ・Ｃパーク
　　・Ｈ：大島～大三島往復コース	 30㎞	 定員500人	 集合場所：宮窪石文化運動公園
　　・Ｉ：来島海峡ＳＡ～大島往復コース	 25㎞	 定員1,000人	 集合場所：来島海峡ＳＡ
申込方法：大会公式ホームページ（http://cycling-shimanami.jp）または携帯電話サイトから申し込み
申込期間：宿泊付エントリー／ 5月 9日（金）～
　　　　　一般エントリー／ 5月23日（金）　※定員になり次第、締め切ります。
通行止め（予定）：「サイクリングしまなみ」の開催に伴い、西瀬戸自動車道（瀬戸内しまなみ海道本線）

が今治ＩＣから因島北ＩＣまで上下線とも通行止めとなる予定です。ご迷惑をおか
けいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

通行規制時間：平成26年10月26日（日）　午前 6時～正午の 6時間以内（予定）
問合先・エントリーについて：サイクリングしまなみエントリーセンター
　　　　　　　　　　　　　　TEL：0570-031900（10：00 ～ 17：00、土・日曜・祝日を除く）
大会について：瀬戸内しまなみ海道・国際サイクリング大会実行委員会今治現地本部（愛媛県今治支

局総務県民室内）TEL：0898-31-3190（9：00 ～ 17：00、土・日曜・祝日を除く）
大会公式ホームページ：http://cycling-shimanami.jp

瀬戸内しまなみ海道・
国際サイクリング大会
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